
鉄砲まつり
晩夏の夜を彩る花火



に
ぎ
わ
う
街
、
活
気
溢
れ
る
一
日

　
　
　
　

第
46
回
種
子
島
鉄
砲
ま
つ
り

　

８
月
23
日
、
第
46
回
種
子
島
鉄
砲
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

台
風
接
近
に
伴
い
、
天
候
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
雲
の
ほ
と
ん
ど
な

い
晴
天
。
絶
好
の
ま
つ
り
日
和
と
な
り
ま
し
た
。

　

太
鼓
山
は
、「
え
ー
い
、
チ
ョ
ッ
サ
ー
チ
ョ
ッ
サ
ー
」
と
元
気
な
掛
け

声
と
と
も
に
リ
ズ
ム
よ
く
太
鼓
を
た
た
く
子
供
ら
を
乗
せ
、
男
た
ち
が

威
勢
よ
く
担
ぎ
ま
す
。
担
ぎ
手
に
は
、
国
際
大
学
の
学
生
ら
も
参
加
し

ま
し
た
。
華
や
か
な
南
蛮
行
列
に
は
、
研
修
に
訪
れ
て
い
た
伊
佐
市
の

新
規
採
用
職
員
も
参
加
し
、
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
子
ど
も
み

こ
し
は
、
安
納
小
学
校
が
優
勝
。
天
神
町
の
審
査
会
場
で
は
、
笑
顔
が

素
敵
な
ダ
ン
ス
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
天
神
町
「
ス
カ
イ
」
で
は
、
種
子
島
春
そ
ば
栽
培
研
究
会

が
そ
ば
の
無
料
試
食
会
を
開
催
。
の
ど
越
し
の
良
い
ざ
る
そ
ば
を
振

る
舞
い
ま
し
た
。

　

夕
方
か
ら
行
わ
れ
た
演
芸
大
会
は
、
今
年
も
種
子
島
中
学
校
「
吹

奏
楽
部
」
の
演
奏
で
ス
タ
ー
ト
。
司
会
は
下
西
校
区
の
榎
本
さ
ん
と

園
山
さ
ん
。
下
石
寺
青
壮
年
は
、
楽
し
い
ダ
ン
ス
で
会
場
を
盛
り
上

げ
ま
し
た
。
表
彰
式
で
は
、
絵
画
の
表
彰
の
他
、
子
ど
も
み
こ
し
と

手
踊
り
の
表
彰
も
行
わ
れ
ま
し
た
。（
結
果
は
左
表
。）

　

辺
り
が
す
っ
か
り
暗
く
な
る
と
ま
つ
り
も
い
よ
い
よ
ク
ラ
イ
マ
ッ

ク
ス
へ
。
昨
年
の
11
月
か
ら
種
子
島
観
光
大
使
と
し
て
活
躍
中
の
ア

イ
ド
ル
社
員
種
ち
ゃ
ん
こ
と
宮
元
詩
乃
さ
ん
が
、
か
わ
い
ら
し
く
３

曲
を
熱
唱
す
る
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
や
鹿
児
島
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
所
属
の
中

学
生
グ
ル
ー
プ
が
は
つ
ら
つ
と
し
た
チ
ア
ダ
ン
ス
を
披
露
し

ま
し
た
。

　

挽
夏
を
彩
る
花
火
は
、約
４
０
０
０
発
。
華
や
か
に
散
り
、

ま
つ
り
の
終
わ
り
を
告
げ
ま
し
た
。
今
年
も
た
く
さ
ん
の
人

が
訪
れ
、
賑
や
か
な
一
日
と
な
っ
た
鉄
砲
ま
つ
り
は
、
今
年

も
楽
し
い
夏
の
思
い
出
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

子どもみこし「安納小学校」

手踊り「西之表市婦人会」

太鼓山の川渡り

国際大学の学生ら
　エイサーの披露や太鼓山、手踊りに
参加。元気にまつりを盛り上げました。

南蛮行列郷土芸能「鉄砲太鼓」



色とりどりの大漁旗をはためかせ、颯爽と走る漁船パレード

演芸大会　アイドル社員『種ちゃん』

演芸大会「下石寺青壮年」

太鼓山「トウザイナー」

学　校　名 学年 名　前

最優秀賞 下西小学校 3年 長
ながせ

瀬　慶
よしたか

孝
優秀賞 榕城小学校 3年 平

ひらいし

石　空
くうと

澄
優秀賞 安納小学校 1年 芝

しば

　実
み の り

乃莉

学　校　名 学年 名　前

最優秀賞 榕城小学校 4年 山
やまぐち

口　璃
り こ

子
優秀賞 安納小学校 6年 山

やまざき

﨑　悠
ゆうじ

慈
優秀賞 下西小学校 4年 荒

あらき

木　美
みなみ

脈

順位 団体名
優勝 安納小学校
2位 上西子ども会
3位 小牧子ども会

順位 団体名

優勝 西之表市女性団体
連絡協議会

2位 東町婦人会
3位 種子島中学校

ブービー賞 ジブラルタ生命

各種表彰
子供みこしコンテスト

絵画コンクール「低学年の部」

絵画コンクール「高学年の部」 団体手踊りコンテスト

最優秀賞：長瀬　慶孝くん

最優秀賞
山口　璃子さん

演芸大会「フレッシュ種子島」

演芸大会「鹿児島ＹＭＣＡ」



　

第
30
回
国
民
文
化
祭
西
之
表
市
主
催

事
業
『
黒
潮
文
化
交
流
の
祭
典
』
で
は
、

メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
合
戦
劇
「
戦
国
鉄
砲

絵
巻
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
以

外
の
ス
テ
ー
ジ
や
ブ
ー
ス
で
も
会
場
を

盛
り
上
げ
て
い
き
ま
す
！

　

ま
ず
、『
黒
潮
文
化
交
流
の
祭
典
』

の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾
る
の
は
、
市
内

幼
稚
園
・
保
育
園
の
元
気
な
園
児
た
ち

に
よ
る
マ
ス
ゲ
ー
ム
「
か
ら
い
も
く
ん

国
文
祭
２
０
１
５
ス
ペ
シ
ャ
ルV

er

」

そ
し
て
、
国
民
文
化
祭
テ
ー
マ
ソ
ン
グ

「
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
」
の
ダ
ン
ス
が
披

露
さ
れ
ま
す
。
か
わ
い
い
園
児
た
ち
の

ダ
ン
ス
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
！

●
「
か
ら
い
も
く
ん 

国
文
祭
２
０
１
５

ス
ペ
シ
ャ
ルVer

」、「
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル

w
ith 

鉄
砲
館
キ
ッ
ズ
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
」

【
開
始
時
間
】　

午
前
10
時
頃

【
出
演
者
】

　

市
内
幼
稚
園
・
保
育
園
の
園
児

　

さ
ら
に
、
お
昼
頃
に
は
ポ
ル
ト
ガ
ル

ギ
タ
ー
＆
マ
ン
ド
リ
ン
奏
者
マ
リ
オ

ネ
ッ
ト
に
よ
る
特
別
ス
テ
ー
ジ
「
〜
大

航
海
ロ
マ
ン
／
南
蛮
ぎ
た
る
ら
の
世
界

〜
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
当
日
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
関
連

ブ
ー
ス
を
設
け
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
お
菓

子
や
ワ
イ
ン
を
販
売
し
ま
す
！

　

11
月
８
日
は
日
ポ
み
な
と
公
園
に
、

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
「
〜
大
航
海
ロ
マ
ン
／
南
蛮
ぎ
た
る

ら
の
世
界
〜
」

【
開
始
時
間
】
午
前
12
時
頃

【
出
演
者
】
マ
リ
オ
ネ
ッ
ト

マリオネット
　日本におけるポルトガルギターのパイオニア・
湯淺隆と、マンドリン奏者・吉田剛士によるアコー
スティックユニット。ポルトガルギターやマンド
リュートなど演奏者の少ない楽器を取り上げ、ギ
ターやマンドリンを組合わせて独特のオリジナル
音楽の創作を中心に、ファドやポピュラー音楽ま
で幅広い音楽活動を行なっている。

左：ポルトガルギター　湯
ゆあさ

淺　隆
たかし

　右：マンドリン　吉
よしだ

田　剛
ごうし

士

マリオネット
　日本におけるポルトガルギターのパイオニア・
湯淺隆と、マンドリン奏者・吉田剛士によるアコー
スティックユニット。ポルトガルギターやマンド
リュートなど演奏者の少ない楽器を取り上げ、ギ
ターやマンドリンを組合わせて独特のオリジナル
音楽の創作を中心に、ファドやポピュラー音楽ま
で幅広い音楽活動を行なっている。

左：左 ポルポルトガトガルギルギタータ 　湯湯
ゆあさ

淺淺 隆隆
たかし

右右：ママンドンドリンリン　吉吉
よしだ

田田 剛剛
ごうし

士士

国
民
文
化
祭
が
や
っ
て
く
る　

№
15

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
教
育
委
員
会

　

社
会
教
育
課
文
化
係

　

℡
２
３
‐
３
２
１
５

　
　
　
　
　
（
鉄
砲
館
）

11
月
８
日
は
黒
潮
文
化
交
流
の
祭
典

　
　
　

日
ポ
み
な
と
公
園
へ
行
こ
う
！

展
示
コ
ー
ナ
ー
も

　
　
　
　
　

盛
り
だ
く
さ
ん

ポ
ル
ト
ガ
ル
関
連
ブ
ー
ス

・
ポ
ル
ト
ガ
ル
紹
介
冊
子
の
配
布

・
ポ
ル
ト
ガ
ル
ワ
イ
ン
の
試
飲

・ 

ポ
ル
ト
ガ
ル
菓
子
の
販
売（
マ
ル
ボ
ー
ロ
他
）

・ 

コ
ン
ペ
イ
ト
ウ
つ
か
み
取
り
体
験（
販
売
）

・
マ
リ
オ
ネ
ッ
ト
Ｃ
Ｄ
販
売　

等

か
ら
い
も
関
連
ブ
ー
ス

・
種
子
島
と
か
ら
い
も
の
歴
史
紹
介

・
日
本
の
最
新
サ
ツ
マ
イ
モ
大
集
合

・
安
納
イ
モ
ス
イ
ー
ツ
サ
ミ
ッ
ト
の

　
　
　
　
　
　

関
連
商
品
出
展
（
販
売
）

・
種
子
島
元
気
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
出
展

　
（
販
売
・
か
ら
い
も
を
使
っ
た
体
験
コ
ー
ナ
ー
）

ポルトガル紹介冊子





　
「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
健
全
化
に

関
す
る
法
律
」
に
よ
り
、
市
の
財
政
状

況
を
判
断
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
健

全
化
判
断
比
率
及
び
公
営
企
業
の
資
金

不
足
比
率
の
算
定
及
び
公
表
が
義
務
付

け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
平
成
26

年
度
決
算
に
基
づ
く
西
之
表
市
の
健
全

化
判
断
比
率
及
び
資
金
不
足
比
率
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

１　

健
全
化
判
断
比
率

　

健
全
化
法
に
お
い
て
は
、
地
方
公
共

団
体
の
財
政
状
況
を
客
観
的
に
表
し
、

財
政
の
早
期
健
全
化
や
再
生
の
必
要
性

を
判
断
す
る
た
め
の
も
の
と
し
て
、
以

下
の
４
つ
の
財
政
指
標
を
「
健
全
化
判

断
比
率
」
と
し
て
定
め
て
い
ま
す
。

①健全化判断比率総括表
●西之表市の 4つの指標は、全て健全化基準を下回っています。

区　　分 健全化判断比率 早期健全化基準 財政再生基準 地方債許可
基準平成 26 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 25 年度

実質赤字比率 － － 14.69％ 14.62％ 20.00％ 10.00％
連結実質赤字比率 － － 19.69％ 19.62％ 30.00％
実質公債費比率 8.9％ 10.8％ 25.0％ 25.0％ 35.0％ 18.0％
将来負担比率 70.3％ 80.4％ 350.0％ 350.0％

※実質赤字、連結実質赤字がなく実質赤字比率、連結実質赤字比率が算定されないため「－」で記載しています。
※実質公債費比率は、平成 20 年度までは地方債許可移行基準 18％を超えており、地方債許可団体となっ
ていたため、公債費適正化計画を策定して行財政改革など財政の健全化を図った結果、平成 21 年度は
17.6％と 18.0％を下回り、ようやく地方債発行に許可を要しない協議団体に移行しました。

早
期
健
全
化
基
準
と
は
・
・
・

　

地
方
公
共
団
体
が
、
財
政
収
支
が
不

均
衡
な
状
況
そ
の
他
の
財
政
状
況
が
悪

化
し
た
状
況
に
お
い
て
、
自
主
的
か
つ

計
画
的
に
そ
の
財
政
の
健
全
化
を
図
る

べ
き
基
準
と
し
て
、
実
質
赤
字
比
率
、

連
結
実
質
赤
字
比
率
、
実
質
公
債
費
比

率
及
び
将
来
負
担
比
率
の
そ
れ
ぞ
れ
に

つ
い
て
定
め
ら
れ
た
数
値
で
す
。

財
政
再
生
基
準
と
は
・
・
・

　

地
方
公
共
団
体
が
、
財
政
収
支
の
著

し
い
不
均
衡
そ
の
他
の
財
政
状
況
の
著

し
い
悪
化
に
よ
り
自
主
的
な
財
政
の
健

全
化
を
図
る
こ
と
が
困
難
な
状
況
に
お

い
て
、
計
画
的
に
そ
の
財
政
の
健
全
化

を
図
る
べ
き
基
準
と
し
て
、
実
質
赤
字

比
率
、
連
結
実
質
赤
字
比
率
及
び
実
質

公
債
費
比
率
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、

早
期
健
全
化
基
準
を
超
え
る
も
の
と
し

て
定
め
ら
れ
た
数
値
で
す
。

経
営
健
全
化
基
準
と
は
・
・
・

　

地
方
公
共
団
体
が
、
自
主
的
か
つ
計

画
的
に
公
営
企
業
の
経
営
の
健
全
化
を

図
る
べ
き
基
準
と
し
て
、
資
金
不
足
比

率
に
つ
い
て
定
め
ら
れ
た
数
値
で
す
。

②公営企業における資金不足比率
●西之表市の公営企業会計は次のとおり、資金不足はありません。

会計名 資金不足比率 経営健全化基準 企業債許可制移行基準H26 H25
水道事業 － －

20％ 10％簡易水道特別会計 － －
地方卸売市場特別会計 － －

資金不足がなく資金不足比率が算定されないため「－」で記載しています。
※経営健全化基準は、健全化判断比率での早期健全化基準にあたるもので
20％を超えると経営健全化計画策定が義務付けられます。

　

公
営
企
業
ご
と
の
資
金
不
足
額
（
一
般

会
計
等
の
実
質
収
支
の
赤
字
額
に
あ
た
る
）

に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
規
模
に
対

す
る
比
率
で
す
。

２　

公
営
企
業
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　

資
金
不
足
比
率

西之表市の健全化判断比率・

資金不足比率について

■問い合わせ先
　市役所行政経営課財政係
　℡ 22‐1111 内線 210

連



地方公共団体の財政の健全化

に関する法律の概要

　

平
成
19
年
６
月
に
公
布
さ
れ
た
「
地
方

公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法

律
」
に
よ
り
、
地
方
公
共
団
体
は
平
成
19

年
度
決
算
か
ら
健
全
化
判
断
比
率
と
資
金

不
足
比
率
を
算
定
し
、
監
査
委
員
の
審
査

に
付
し
た
上
で
議
会
に
報
告
し
、
市
民
へ

公
表
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し

た
。

１　

健
全
化
判
断
比
率
の
内
容

　

健
全
化
法
に
お
い
て
は
、
地
方
公
共
団

体
の
財
政
状
況
を
客
観
的
に
表
し
、
財
政

の
早
期
健
全
化
や
再
生
の
必
要
性
を
判
断

す
る
た
め
の
も
の
と
し
て
、
以
下
の
４
つ

の
財
政
指
標
を
「
健
全
化
判
断
比
率
」
と

し
て
定
め
て
い
ま
す
。

■問い合わせ先
　市役所行政経営課財政係
　℡ 22‐1111 内線 210

一般会計等の実質収支額

標準財政規模

－ 205,358

5,509,673
－ 3.72％
（負の数値の場合、黒字）

＝ ＝

①実質赤字比率
　一般会計等（普通会計）を対象としており、実質赤字額が標準財政規模に対
する比率です。赤字が生じた場合は、早期解消を図る必要があります。

【内容】　歳入総額（10,392,139 千円）から歳出総額（10,123,584 千円）を差し引いた歳入歳出差引額（268,555
千円）に対して、翌年度へ繰り越すべき財源（63,197 千円（継続費の逓次繰越額 14,968 千円と明許繰越費
48,229 千円））を差し引いた実質収支額が 205,358 千円となります。標準財政規模が 5,509,673 千円ですの
で、算定式にあてはめた結果、－ 3.72％となり実質赤字比率は発生しない「－」ということになります。

【一般会計等の実質赤字額】一般会計及び特別会計のうち普通会計に相当する会計における実質赤字額 [ 実質赤字の額＝繰上充用額＋
（支払繰り延べ額＋事業繰越額）]
【実質収支額】その年度の収入と支出の実質的な差額をみるもので、歳入歳出差引額（形式収支）から翌年度繰り越すべき継続費逓
次繰越額や繰越明許費繰越額等の財源を控除した額をいいます。
【標準財政規模】地方公共団体の標準的な状態で通常収入されるであろう経常的一般財源の規模を示すものです。（標準税収入額等＋
普通交付税額＋臨時財政対策債発行可能額）
【標準税収入額等】地方公共団体の税収入確保の適正化のための指標で、地方税及び地方譲与税の収入見込額の理論値です。
【臨時財政対策債発行可能額】地方債（借入金）の一種です。国の地方交付税特別会計の財源が不足し、地方交付税として交付する
べき財源が不足した場合に、地方交付税の交付額を減らして、その穴埋めとして、該当する地方公共団体自らが地方債を発行させる
制度です。なお、後年度普通交付税の基準財政需要額に算入されます。

②連結実質赤字比率
　全会計を対象とした実質赤字額又は資金の不足額の標準財政規模に対する比率です。よって、一部の会
計で赤字が発生していれば、市全体の財政は良いとはいえません。

連結実質赤字額（一般会計等の実質収支額＋公営
企業及び特別会計の資金不足額又は資金剰余額）

標準財政規模

－ 497,065

5,509,673
－ 9.02％
（負の数値の場合、黒字）

＝ ＝

【内容】　一般会計等の実質収支額 205,358 千円、公営企業の資金不足額又は資金剰余額（水道事業、簡易
水道特会、地方卸売市場特会）221,887 千円、公営企業に属さない特別会計の資金不足額又は資金剰余額
（国保特会、介護特会、後期特会、交通災害特会）69,820千円であり、合計 497,065 千円となります。標
準財政規模が 5,509,673 千円ですので、算定式にあてはめた結果、－ 9.02％となり実質赤字比率は発生し
ない「－」ということになります。



③実質公債費比率（3か年平均）
　一般会計等（普通会計）が負担する元利償還金及び準元利償還金の標準財政規模を基本とした額に対する比率です。

（地方債の元利償還金＋準元利償還金）－（特定財源＋元利償還金・
準元利償還金に係る基準財政需要額算入額）

標準財政規模－（元利償還金・準元利償還金に係る基準財政需要額算入額）

372,264

4,721,635

7.88422％
（Ｈ 26）＝ ＝

（H24：10.08984 ＋ H25：8.77445 ＋Ｈ 26：7.88422）　÷　3　＝　8.9％

【内容】　地方債元利償還金（一般会計等に係る公債費：繰上償還額等除く）1,098,125 千円、準元利償還
金 139,632 千円、特定財源（公営住宅使用料及び都市計画税）77,455 千円、元利償還金・準元利償還金
に係る基準財政需要額算入額 788,038 千円となりました。標準財政規模が 5,509,673 千円ですので、算
定式にあてはめた結果、平成 26年度（単年度）は 7.88422％となりました。
　なお、実質公債費比率は通常3か年平均（平成 24年度～平成 26年度）で表すことから、8.9％となります。
【準元利償還金】公営企業など他の会計の公債費に対して一般会計から繰り出す経費や一部事務組合の公債費に対する負担金などを指します。

④将来負担比率
　地方公社や損失補償を行なっている出資法人等に係るものも含め、一般会計等（普通会計）が将来負担すべき実
質的な負債の標準財政規模に対する比率です。「将来負担」とは、一般会計の地方債残高のほか、契約等で将来の
支払いを約束されているもの（債務負担行為）のうち公債費に準じるものや公営企業など他の会計の地方債残高の
うち一般会計が負担するもの、一部事務組合の地方債残高のうち市の負担分、さらには、職員の退職手当支給予定額、
第３セクター等への損失補償などをいいます。地方公共団体の一般会計等の借入金（地方債）や将来支払っていく
可能性のある負担等の現時点での残高を指標化し、将来財政を圧迫する可能性の度合いを示す指標ともいえます。

将来負担額－（充当可能基金額＋特定財源見込額
＋地方債現在高に係る基準財政需要額算入額）

標準財政規模－（元利償還金・準元利償還金に係る基準財政需要額算入額）

3,320,374

4,721,635
70.3％＝ ＝

【内容】将来負担額（14,134,121 千円）、充当可能基金額（2,246,000 千円）、特定財源見込額（576,574 千円）、
地方債現在高に係る基準財政需要額算入額（7,991,173 千円）、元利償還金・準元利償還金に係る基準財政
需要額算入額（788,038 千円）となりました。標準財政規模が 5,509,673 千円ですので、算定式にあては
めた結果、将来負担比率は 70.3％となりました。

【将来負担額】「地方債現在高、債務負担行為に基づく支出予定額、特別会計に係る一般会計からの地方債償還に充てるための繰入れ、
一部事務組合が起こした地方債償還に係る負担見込額、退職手当予定額、設立法人の負債の額に係る負担見込額」をいいます。

２　

財
政
の
早
期
健
全
化
と

　
　

財
政
の
再
生

　

地
方
公
共
団
体
は
、
健
全
化
判
断
比

率
の
い
ず
れ
か
が
早
期
健
全
化
基
準
以

上
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
健
全
化
判

断
比
率
を
公
表
し
た
年
度
の
末
日
ま
で

に
、「
財
政
健
全
化
計
画
」
を
定
め
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
再
生
判
断
比
率
（
健
全
化
判

断
比
率
の
う
ち
の
将
来
負
担
比
率
を
除

い
た
３
つ
の
指
標
）
の
い
ず
れ
か
が
財

政
再
生
基
準
以
上
で
あ
る
場
合
に
は
、

当
該
再
生
判
断
比
率
を
公
表
し
た
年
度

の
末
日
ま
で
に
、「
財
政
再
生
計
画
」

を
定
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

３　

資
金
不
足
比
率
の
内
容

　

公
営
企
業
ご
と
の
、
資
金
不
足
額
の

事
業
の
規
模
に
対
す
る
比
率
で
す
。

（
公
営
企
業
の
資
金
不
足
を
、
公
営
企

業
の
事
業
規
模
で
あ
る
料
金
収
入
の
規

模
と
比
較
し
て
指
標
化
し
、
経
営
状
態

の
悪
化
の
度
合
い
を
示
す
指
標
で
す
。）

資
金
不
足
比
率
が
経
営
健
全
化
基
準
以

上
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
経
営
健
全
化

計
画
を
定
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。



○
経
年
変
化
の
折
れ
線
グ
ラ
フ

○
健
全
化
判
断
比
率
等
の
対
象
と
な
る
会
計

　

健
全
化
判
断
比
率
の
対
象
と
な
る
会
計
の
範
囲
を
図
示
す
る
と
、

次
の
と
お
り
で
す
。

実
質
公
債
費
比
率
（
％
）

将
来
負
担
比
率
（
％
）

実質公債費比率
将来負担比率

　

下
の
グ
ラ
フ
は
、
健
全
化
判
断
比

率
の
経
年
変
化
を
表
し
て
い
ま
す
。

　

実
質
赤
字
比
率
と
連
結
実
質
赤
字

比
率
に
つ
い
て
は
、
一
般
会
計
及
び

特
別
会
計
の
実
質
収
支
が
黒
字
で
あ

る
こ
と
か
ら
赤
字
は
発
生
し
て
い
ま

せ
ん
。
実
質
公
債
費
比
率
と
将
来
負

担
比
率
に
つ
い
て
は
、
新
規
に
発
行

す
る
地
方
債
の
抑
制
や
繰
上
償
還
、

さ
ら
に
は
基
金
造
成
な
ど
を
行
っ
て

き
て
お
り
数
値
は
改
善
傾
向
に
あ
り

ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
県
内
19
市
及
び

類
似
団
体
と
の
比
較
で
は
ま
だ
ま
だ

十
分
な
財
政
指
数
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

長
期
振
興
計
画
と
財
政
計
画
を
連
動

さ
せ
る
と
と
も
に
、
事
業
の
重
点
化
、

効
率
化
を
図
り
な
が
ら
中
長
期
的
な

視
点
に
立
っ
て
財
政
運
営
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

平成 26 年度
県平均値の見通し

将来負担比率 33％程度
実質公債費比率 9.4％程度

平平成 26 年度
県県平均値の見通し

将将来負担比率 33％程度
実実質公債費比率 9.4％程度



ま・ち・の・わ・だ・い

ま・ち・の・わ・だ・い

西
之
表
市
畜
産
共
進
会

　

８
月
28
日
に
市
畜
産
セ
ン
タ
ー
で
西
之

表
市
畜
産
共
進
会
が
開
催
さ
れ
、
西
之
表

市
の
各
校
区
か
ら
選
ば
れ
た
雌
牛
が
、
西

之
表
市
の
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
を
目
指
し
一
堂

に
会
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
サ
ブ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
西
之
表

市
内
の
小
学
５
・
６
年
生
を
対
象
に
募
集

を
し
た
「
牛
の
絵
」
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞

作
品
の
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。
昨
年
大

好
評
だ
っ
た
ふ
れ
あ
い
牧
場
や
食
農
教
育

の
パ
ネ
ル
展
示
に
は
、
今
年
度
も
た
く
さ

ん
の
園
児
や
親
子
連
れ
が
来
場
し
、
牛
肉

や
乳
製
品
の
生
産
過
程
を
学
ん
だ
り
、
ポ

ニ
ー
や
子
ヤ
ギ
、
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
の
子
牛

と
触
れ
合
い
ま
し
た
。

　

出
品
者
の
み
な
ら
ず
た
く
さ
ん
の
来
場

者
の
も
と
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
畜
産
共
進

会
に
な
り
ま
し
た
。

熊
毛
地
区
畜
産
共
進
会

　

９
月
９
日
に
種
子
島
家
畜
市
場
（
中
種

子
町
）
に
て
熊
毛
地
区
畜
産
共
進
会
が
開

催
さ
れ
、
西
之
表
市
か
ら
は
市
共
進
会
で

選
ば
れ
た
18
頭
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

　

非
常
に
高
い
レ
ベ
ル
の
審
査
会
の
中

で
、
安
納
地
区
の
中
園
昌
吾
さ
ん
の
出
品

牛
「
こ
と
み
号
」
が
、
第
２
部
で
最
優
秀

賞
１
席
に
選
ば
れ
、
団
体
の
部
で
は
西
之

表
市
が
中
種
子
町
と
同
点
優
勝
を
飾
る
素

晴
ら
し
い
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

1 部　最優秀賞 2席　まほ号　　中園正男（安納）
　　　　　　　4席　るい号　　中園昌吾（安納）
2部　最優秀賞１席　ことみ号　中園昌吾（安納）
　　　　　　  10 席　まゆき号　杉　直樹（伊関）
　　　　　　  11 席　まなみ号　種子島高等学校
　　　　　　  12 席　ゆりみ号　餅田一省（伊関）
　　　　　　  13 席　ゆりえ号　杉　直樹（伊関）
3部　最優秀賞 3席　ゆな号　　中園昌吾（安納）
　　　　　　　8席　はな号　　杉　直樹（伊関）
4部　最優秀賞 2席　みちこ号　日髙三男（住吉）

熊毛地区畜産共進会　審　査　結　果
※最優秀賞のうち本市出品牛のみ掲載

「牛の絵」コンクール入賞作品（ ）内は小学校名・学年

最優秀賞　羽嶋珈
かれん

蓮（住吉５）
　　　　　「私の家族」

金賞　　　榎本　快
かい

（下西６）「元気な牛たち」
　　　　　鮫島恵

けいと

人（下西５）「静かな草原」
　　　　　黒木真

ちかと

人（国上５）「乳を飲んでいる子牛」
銀賞　　　大脇海

みかぜ

風（下西５）「花と牛」
　　　　　倉橋明

あきこ

子（下西５）「牛と働く人」
　　　　　下嶋結

ゆいな

愛（古田６）「子牛」

牛の絵コンクール
最優秀賞：羽嶋珈蓮さん

市共進会グランドチャンピオン
中園昌吾さん（安納）と「ことみ号」



ま・ち・の・わ・だ・い

ま・ち・の・わ・だ・い

999
  7

888
22
・23

888
17

888
24
～ 27



ま・ち・の・わ・だ・い

ま・ち・の・わ・だ・い

888
16
・17

888
25

888
22
～ 24

999
  9



ま・ち・の・わ・だ・い

ま・ち・の・わ・だ・い

小麦粉（薄力粉）　………　200 ｇ
卵（Ｍ玉）　　　　………　1個
砂糖　　　　　　  ………　130 ｇ
タンサン　　　　  ………　8ｇ（小さじ 2）
酢　　  　　　　　………　10㏄（小さじ2）
スキムミルク  　　………　20 ｇ
　　　　　　　　　　　（大さじ 3・1/3）
水　　　　　　　  ………　200 ㏄

①小麦粉、砂糖、タンサン、スキムミルクは一緒に細目のザルに入れ、1～ 2回ふるっておく。
②割ほぐした卵の中に水 300 ㏄を加え、ふるった粉を混ぜる。
③②に酢を入れ油をしいたフライパンに流しこみ蓋をして両面を弱火で焼く。
　
　※好みより干しぶどうや煮あずき等を混ぜてもおいしいです。

999
12

999
12



　

10
月
19
日
（
月
）
か
ら
25
日
（
日
）

ま
で
の
一
週
間
は
、
行
政
相
談
週
間
と

な
っ
て
お
り
、
全
国
的
に
各
種
行
事
が

行
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
一
環
と
し
て
、
本
市
で
は
行
政

相
談
委
員
の
長
深
田
稔
さ
ん
が
、
行
政

相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　

国
な
ど
の
行
政
機
関
の
仕
事
に
対
す

る
苦
情
・
要
望
・
問
い
合
わ
せ
な
ど
、

何
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ

ま
す
。

総務省行政相談委員
西之表市担当
長深田　稔さん
℡ 23‐1318

行
政
相
談
所

【
日
時
】
10
月
24
日
（
土
）
午
前
10
時
〜
正
午

【
場
所
】
榕
城
校
区
公
民
館

【
今
後
の
予
定
】

　

11
月
28
日
（
土
）
安
城
中
央
公
民
館

　

平
成
28
年
２
月
27
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
　

安
納
校
区
会
事
務
所

行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
！

お
気
軽
に
ご
相
談
を
！

オータムジャンボ宝くじ
今年の賞金は、1等・前後賞
合わせて 5億円！！

【
発
売
期
間
】

　

９
月
28
日
（
月
）
〜
10
月
16
日
（
金
）

【
抽
せ
ん
日
】
10
月
23
日
（
金
）

【
発
売
場
所
】
全
国
の
宝
く
じ
売
場

１　

等　

…
３
億
円
13
本

前
後
賞　

…
１
億
円
26
本

２　

等　

…
１
０
０
０
万
円
52
本

３　

等　

…
10
万
円
１
３
０
０
０
本

宝
く
じ
70
周
年
賞

　
　
　
　

…
70
万
円
１
３
０
０
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
か

※
発
売
総
額
３
９
０
億
円
（
13
ユ
ニ
ッ

ト
の
場
合
）

　この宝くじの収益金は、市町村の明るい
まちづくりや環境対策、高齢化対策など地
域住民の福祉向上のために使われます。

　この宝くじの収益金は、市町村の明るい
まちづくりや環境対策、高齢化対策など地
域住民の福祉向上のために使われます。

　

７
月
27
日
、
イ
オ
ン
交
換
樹
脂
法
を

用
い
た
新
し
い
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
製

造
の
実
証
研
究
に
取
り
組
む
東
北
大
学

准
教
授
の
北
川
尚
美
氏
等
が
来
庁
し
、

市
長
に
今
後
の
活
動
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
ど
ん
な
廃
食
油
か
ら
も
高

品
質
の
燃
料
が
廃
棄
物
を
出
さ
ず
に
製

造
で
き
る
と
い
う
も
の
で
、
地
元
か
ら

事
業
用
廃
食
油
を
回
収
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
こ
す
も
も
共
同
研
究
に
加
わ
り

中
割
・
万
波
地
区
で
行
わ
れ
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
現
在
大
学
や
企
業
等
と

連
携
し
最
先
端
技
術
を
地
域
課
題
の
解

決
に
結
び
付
け
持
続
可
能
な
社
会
を
目

指
す
「
ス
マ
ー
ト
エ
コ
ア
イ
ラ
ン
ド
種

子
島
」
構
想
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、

今
回
の
研
究
も
こ
の
つ
な
が
り
で
行
わ

れ
る
も
の
で
す
。

　

な
お
、
実
証
に
よ
り
実
用
化
さ
れ
る

こ
と
に
な
れ
ば
、
世
界
初
の
事
例
と
い

う
こ
と
で
、
国
内
外
か
ら
の
注
目
を
集

め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

廃
食
油
か
ら
高
品
質
の

　
　
　
　

バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
を
製
造

北
川
氏
ら
実
証
研
究
す
る
関
係
者
が
来
庁



【
受
付
期
間
】

　

空
室
が
な
く
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

【
募
集
戸
数
】

　

１
戸
（
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ　

１
戸
）
２
階
部

分
（
平
成
15
年
建
設
）

【
入
居
条
件
】

●　

自
ら
居
住
す
る
た
め
に
住
宅
を
必
要

と
す
る
方
（
原
則
と
し
て
、
持
家
の
あ

る
方
は
入
居
で
き
ま
せ
ん
。）

●　

原
則
と
し
て
同
居
す
る
親
族
を
有
す

る
方

●　

原
則
と
し
て
所
得
額
が
上
記
②
以
上

で
あ
る
こ
と

●　

市
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と

【
駐
車
場
使
用
料
】

　

月
額
８
０
０
円
（
原
則
と
し
て
、
１

世
帯
１
台
の
ス
ペ
ー
ス
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。）

【
敷
金
】
家
賃
の
３
か
月
分
。

【
そ
の
他
】

●　

家
賃
に
つ
い
て
は
、
収
入
に
よ
り
異

な
り
ま
す
。

●　

給
湯
設
備
（
Ｄ
Ｋ
、
洗
面
所
、
浴
室
）

が
設
置
し
て
あ
り
ま
す
。

●　

入
居
時
、
連
帯
保
証
人
（
市
内
在
住

者
で
入
居
者
と
同
等
以
上
の
収
入
の
あ

る
方
）
１
名
必
要
で
す
。

●　

入
居
に
つ
い
て
は
、
申
し
込
み
順
と

し
ま
す
。

●　

詳
細
に
つ
い
て
は
市
役
所
建
設
課
管

理
係
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

団地名 所在地 月額家賃 間取り 入居予定日
古園団地
特定公共
賃貸住宅

西之表市
西之表 6386

46,900 円～
74,400 円

3 ＬＤＫ
（和 2・洋 1）
74.3 ㎡

随時

世帯区分 1人 2人 3人 4人 5人
一般世帯 1,896,000 2,276,000 2,656,000 3,036,000 3,416,000

②所得額表

①概要
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
の

入
居
者
を
募
集
し
ま
す

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所
建
設
課
管
理
係

　

℡
２
２
‐
１
１
１
１

　

内
線
２
４
０（単位：円）

　

私
た
ち
は
、
毎
日
の
生
活
の
中
で
た

く
さ
ん
の
水
を
使
っ
て
い
ま
す
が
、
そ

の
多
く
は
、
最
終
的
に
川
や
海
に
流
れ

て
い
き
ま
す
。
台
所
や
お
風
呂
、
洗
濯
、

洗
面
所
な
ど
か
ら
の
生
活
排
水
が
そ
の

ま
ま
流
れ
る
と
、
川
や
海
は
汚
濁
が
進

み
、
や
が
て
美
し
い
自
然
が
破
壊
さ
れ

て
し
ま
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
生
活
雑
排
水
と
ト
イ
レ
の

汚
水
を
あ
わ
せ
て
処
理
す
る
「
合
併
処

理
浄
化
槽
」
が
大
き
な
力
を
発
揮
し
ま

す
。
合
併
処
理
浄
化
槽
は
、
微
生
物
の

働
き
を
利
用
し
て
各
家
庭
か
ら
の
生
活

排
水
を
処
理
し
、
汚
水
を
浄
化
す
る
施

設
で
す
。
つ
ま
り
、
微
生
物
が
汚
水
中

の
汚
れ
を
食
べ
て
き
れ
い
な
水
に
し
て

く
れ
ま
す
。

人槽区分

汲み取り便槽又は
単独処理浄化槽か
ら合併処理浄化槽
に替える場合

左記以外の場合

5人槽 432,000 円 332,000 円

6 ～ 7人槽 514,000 円 414,000 円

8 ～ 10 人槽 648,000 円 548,000 円
単独処理浄化
槽撤去費用 上限 100,000 円

合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
を

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所
市
民
生
活
課

　

環
境
安
全
係

　

℡
２
２
‐
１
１
１
１

　

内
線
３
０
４

　

現
在
、
汲
取
り
便
槽
や
単
独
処
理
浄

化
槽
を
設
置
し
て
い
る
方
に
、
合
併
処

理
浄
化
槽
に
設
置
替
え
す
る
こ
と
を
お

勧
め
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
平
成
24
年
度
よ
り
、
汲
み
取

り
便
槽
又
は
単
独
処
理
浄
化
槽
か
ら
合

併
処
理
浄
化
槽
に
替
え
る
場
合
は
、
補

助
金
額
を
10
万
円
上
乗
せ
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
単
独
処
理
浄
化
槽
を
撤
去
し

て
同
じ
場
所
に
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設

置
す
る
場
合
は
、
撤
去
費
用
と
し
て
さ

ら
に
10
万
円
を
上
限
と
し
て
補
助
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
合
併
処
理
浄
化

槽
へ
の
設
置
替
え
を
ご
検
討
下
さ
い
。

　

10
月
１
日
は
「
浄
化
槽
の
日
」
で
す
。

　

こ
の
「
浄
化
槽
の
日
」
を
機
会
に
、

合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。



■
受
給
開
始
年
齢
に
到
達
し
て
い
な
い
方
と
は

　

年
金
を
受
け
取
る
た
め
の
受
給
要
件
を

満
た
し
て
い
る
も
の
の
、
年
金
の
受
給
開

始
年
齢
（
65
歳
）
に
達
し
て
い
な
い
方
の

こ
と
で
す
。

　

厚
生
年
金
保
険
の
加
入
期
間
が
１
年
以

上
あ
る
方
は
、
60
歳
か
ら
64
歳
ま
で
「
特

別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
」
が
受
け
取
れ

ま
す
。
※
年
齢
等
に
よ
り
支
給
開
始
は
異

な
り
ま
す
。

　

年
金
を
受
け
取
る
た
め
に
は
、
公
的
年
金

制
度
へ
の
加
入
が
原
則
25
年
以
上
必
要
で
す
。

　

ご
自
身
の
年
金
記
録
に
漏
れ
や
誤
り
が

無
い
か
を
再
度
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

■
年
金
記
録
の
確
認
に
つ
い
て

　

市
国
民
年
金
係
・
出
張
年
金
相
談
会
や

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
等
で
年
金
記
録
の

確
認
が
で
き
ま
す
。

　

市
国
民
年
金
係
や
出
張
年
金
相
談
会
で

確
認
す
る
場
合
は
、
本
人
を
確
認
で
き
る

も
の
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

こ
れ
か
ら
年
金
を
受
給
す
る
60
歳
以
上
で
年
金
開
始
年
齢
に
到
達
し
て
い
な
い
方
へ

■問い合わせ先
　西之表市地域包括支援センター（市役所健康保険課高齢者支援室）
　℡ 23‐5225

■問■問 合い合わせわせ先先
　西之表市地域包括支援センター（市役所健康保険課高齢者支援室）
　℡ 23‐5225

　
「
最
近
、
筋
肉
が
衰
え
て
動
け
な
く
な
っ
て
き
た
・
・
・
。」

　

こ
ん
な
悩
み
、
年
を
と
っ
た
ら
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

最
近
の
研
究
で
、
ど
の
年
齢
に
お
い
て
も
筋
力
づ
く
り
の
運
動
で
筋

量
や
筋
力
の
維
持
、
回
復
が
で
き
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
元
気
な
高
齢
者
を
増
や
す
こ
と
を
目
標
に
県
の
モ
デ
ル
事

業
と
し
て
「
た
お
れ
ん 

か
ら
だ 

体
操
教
室
」
を
始
め
ま
す
。

　

地
域
や
グ
ル
ー
プ
で
「
た
お
れ
ん 

か
ら
だ 

体
操
」
に
取
り
組
み
、
い

つ
ま
で
も
元
気
な
体
を
目
指
し
ま
せ
ん
か
？

《
た
お
れ
ん 

か
ら
だ 

体
操
教
室
》
開
始
条
件

①
週
１
、２
回
実
施
し
、
最
低
３
カ
月
は
継
続
す
る
こ
と

②
地
域
の
方
が
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
る
こ
と

　

「
た
お
れ
ん 

か
ら
だ 

体
操
教
室
」
を
始
め
る

場
合
は
、
健
康
運
動
指
導
士
や
保
健
師
に
よ
る

指
導
（
最
初
の
５
回
）、
体
操
の
歌
詞
カ
ー
ド
や

重
り
の
無
料
貸
出
な
ど
、
み
な
さ
ん
が
体
操
を

継
続
で
き
る
よ
う
に
支
援
し
ま
す
。

　

興
味
の
あ
る
方
は
、下
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
「
元
気
な
体
を
自
分
た
ち
で
守
っ
て
い
こ
う
」

と
い
う
地
域
、
グ
ル
ー
プ
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

体
を
鍛
え
て
ず
っ
と
元
気
に
！

「
た
お
れ
ん 

か
ら
だ 

体
操
教
室
」
に
取
組
み
ま
せ
ん
か
？

■
年
金
請
求
書
の
送
付
に
つ
い
て

　

65
歳
か
ら
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
権

（
年
金
を
受
け
取
る
権
利
）
が
発
生
す

る
方
に
は
、
65
歳
に
な
る
３
か
月
前
に
、

年
金
を
受
け
取
る
た
め
に
必
要
な
「
年

金
請
求
書
」
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

■
国
民
年
金
の
任
意
加
入
に
つ
い
て

　

60
歳
以
上
の
方
で
、
厚
生
年
金
等
に
加

入
さ
れ
て
な
い
と
き
、
60
歳
前
の
国
民

年
金
保
険
料
の
未
納
等
が
あ
る
場
合
で
、

年
金
を
満
額
に
近
づ
け
た
い
方
は
、
65
歳

ま
で
任
意
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
老
齢
基
礎
年
金
の
繰
り
上
げ
受
給
を

希
望
さ
れ
る
場
合
に
つ
い
て

　

老
齢
基
礎
年
金
は
、
原
則
と
し
て
65

歳
か
ら
受
け
取
れ
ま
す
が
、
60
歳
か
ら

64
歳
ま
で
の
間
で
も
請
求
を
行
え
ば
繰

り
上
げ
て
年
金
を
受
け
取
れ
ま
す
。

　

繰
上
げ
請
求
に
は
、
注
意
点
が
あ
り

ま
す
の
で
、
詳
し
い
こ
と
は
、
市
国
民

年
金
係
等
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。



Ｈ
‐
Ⅱ
Ｂ
ロ
ケ
ッ
ト
５
号
機

　
　
　
　
　
　
　
　

打
上
げ
成
功

　

８
月
19
日
午
後
８
時
50
分
49
秒
に

宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
補
給
機
「
こ
う

の
と
り
」
５
号
機
を
搭
載
し
た
Ｈ
‐

Ⅱ
Ｂ
ロ
ケ
ッ
ト
５
号
機
が
種
子
島
宇

宙
セ
ン
タ
ー
よ
り
打
ち
上
げ
ら
れ
ま

し
た
。「
こ
う
の
と
り
」
５
号
機
は
、

油
井
宇
宙
飛
行
士
が
操
作
す
る
ロ

ボ
ッ
ト
ア
ー
ム
に
よ
り
把
持
さ
れ
、

８
月
25
日
に
国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
と
の
結
合
を
完
了
し
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
度
に
イ
プ

シ
ロ
ン
ロ
ケ
ッ
ト
２
号

機
の
打
ち
上
げ
を
目
指

し
て
、「
強
化
型
イ
プ

シ
ロ
ン
ロ
ケ
ッ
ト
」
の

開
発
が
進
ん
で
い
ま

す
。
強
化
型
イ
プ
シ

ロ
ン
ロ
ケ
ッ
ト
は
、
初
号
機
よ
り
も

さ
ら
に
打
ち
上
げ
能
力
を
高
め
、
衛

星
フ
ェ
ア
リ
ン
グ
内
の
容
積
を
増
や

す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
今

回
、
ロ
ケ
ッ
ト
上
段
の
固
体
モ
ー
タ

の
地
上
燃
焼
試
験
や
衛
星
分
離
試
験

を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
に
よ
り
固

体
モ
ー
タ
の
性
能
や
衛
星
が
分
離
さ

れ
る
時
に
発
生
す
る
衝
撃
や
動
作
の

確
認
を
行
い
ま
し
た
。
イ
プ
シ
ロ
ン

ロ
ケ
ッ
ト
２
号
機
は
、
ジ
オ
ス
ペ
ー

ス
探
査
衛
星
「
Ｅ
Ｒ
Ｇ
」
の
搭
載
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
今
後
の
イ
プ
シ

ロ
ン
ロ
ケ
ッ
ト
の
活
躍
に
も
ぜ
ひ
ご

注
目
く
だ
さ
い
。

わ
く
わ
く
チ
ャ
レ
ン
ジ

　
　
　
　
　
　

２
０
１
５

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
係

　

℡
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
２
５
７
・
２
５
８

　

８
月
９
日
〜
12
日
に
か
け
て
、「
わ
く

わ
く
チ
ャ
レ
ン
ジ
２
０
１
５
」
を
実
施

し
ま
し
た
。昨
年
は
台
風
で
中
止
と
な
っ

た
た
め
、
２
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た

今
回
は
、
鹿
屋
市
子
ど
も
会
と
の
交
流

や
ハ
イ
キ
ン
グ
、
キ
ャ
ン
プ
、
海
上
自

衛
隊
基
地
見
学
な
ど
、
盛
り
だ
く
さ
ん

の
内
容
に
。
子
ど
も
た
ち
が
一
番
楽
し

み
に
し
て
い
た
セ
イ
カ
工
場
見
学
で
は
、

ア
イ
ス
を
お
土
産
に
も
ら
っ
て
大
喜
び

で
し
た
。

　

４
日
間
、
親

元
を
離
れ
て
集

団
生
活
を
行
っ

た
子
ど
も
た
ち

は
、
楽
し
み
な

が
ら
協
調
性
と

自
主
性
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
た

の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

８
月
17
・
18
日
に
あ
っ
ぽ
〜
ら
ん
ど

で
第
３
回
ふ
る
さ
と
ま
な
び
〜
隊
「
と

も
だ
ち
大
作
戦
！
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
は
「
中
１
ギ
ャ
ッ
プ
解
消
事
業
」

と
し
て
市
内
の
小
学
６
年
生
に
も
参
加

を
募
り
、
計
25
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

初
日
は
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
チ
ー

ム
の
旗
作
り
。
２
日
目
は
、
５
年
生
以

下
は
鬼
ご
っ
こ
や
ド
ッ
ジ
ビ
ー
を
楽
し

み
、
６
年
生
は
種
子
島
中
学
校
で
校
長

先
生
の
話
を
聞
き
、
校
内
や
部
活
動
の

見
学
を
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
６
年
生
は
、
中
学
校
の
こ

と
を
よ
く
知
れ
た
こ
と
や
新
し
い
仲
間

が
で
き
た
こ
と
で
中
学
校
へ
の
入
学
が

よ
り
楽
し
み
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

第
３
回
ふ
る
さ
と
ま
な
び
〜
隊

　
　
　
「
と
も
だ
ち
大
作
戦
！
」
開
催

強
化
型
イ
プ
シ
ロ
ン

ロ
ケ
ッ
ト
開
発
進
む



（
寄
付
者
名
）

（
住
所
）

（
故
人
名
）

阿
世
知　

重
成
鴨
女
町

阿
世
知　

ミ
チ
子

梅
村　

健
一

田
之
脇

梅
村　

ひ
ろ
子

鮫
島　

修

小
牧
野

鮫
島　

ヨ
シ
子

神
村　

弘
二

川
迎

神
村　

ス
ミ
エ

椎
田　

久
美
子
榕
城
中
目
椎
田　

孝
志

中
島　

京
子

野
首

梶
原　

満
雄

羽
生　

一
男

城

羽
生　

か
お
り

野
平　

ナ
カ

中
野

野
平　

隆
信

梅
元　

シ
ズ
ミ
柳
原

梅
元　

淳

（
出
生
児
）
（
性
別
）

（
父
）

（
母
）

（
住
所
）

宮
薗　

歩あ
ゆ
む夢

男

慎
吾

綾

榕
城
中
目

山
﨑　

穂ほ

の

か
乃
華
女

光
彦

奈
央

鴨
女
町

若
林　

剛た
け
る琉

男

剛
士

理
沙

浜
之
町

稲
田　

瑛あ
き
と翔

男

瑛
樹

里
沙

浜
之
町

日
髙　

悠ゆ
う
せ
い晴

男

朔
矢

歩

中
種
子
町

鮫
島　

千ち
ひ
ろ洋

男

秀
教

佳
苗

池
野

種
子
田　

翠す

い衣
女

秀
樹

麻
衣

榕
城
中
目

安
藤　

心こ
は
る晴

女

英
幸

あ
り
さ
愛
知
県

新
田　

彩あ
や
か夏

女

真
悟

さ
や
か
指
宿
市

坂
下　

愛あ
い
な奈

女

優
樹

紀
子

洲
之
崎

古
石　

心し
ん
の
す
け

之
介
男

綾
太
郎
智
子

朝
日
が
丘

久
保　

柚ゆ
ず
き葵

女

元
明

智
加

愛
知
県

校区 男 女 計 世帯数
榕城 3794 4283 8077 3970
上西 250 286 536 289
下西 1080 1231 2311 1159
国上 576 631 1207 615
伊関 198 215 413 207
安納 207 218 425 223
現和 661 671 1332 679
安城 151 169 320 174
立山 58 54 112 58
中割 52 52 104 62
古田 200 233 433 208
住吉 434 512 946 525

［火　災］
 出火件数　 0 件
 うち建物　 0 件
［救　急］
 出動件数　76件
 うち急病　47件

発生件数　12件
死 者　  0 人
負 傷 者　12人

こ
の
た
び
は
、
社
協
に
香
典
返
し
及
び
一
般
と
し
て
ご
寄

付
を
賜
り
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ご
親
族
の
ご
芳
志
に
副
い
ま
す
よ
う
、
社
会
福
祉
の
た
め

に
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

［人口］
全体 16,216 人（－   14）
男性   7,661 人（－     4）
女性   8,555 人（－   10）

［世帯数］
世帯（－   10）

（　）内の数字は前月比

（
氏
名
）

（
年
齢
）
（
住
所
）

岩
下　

ミ
ヨ
子

83

鴨
女
町

村
添　

ソ
メ

83

浦
田

小
川　

実
文

65

川
迎

堂
滿　

喜
八
郎

80

上
能
野

長
田　

美
代
子

84

浅
川

髙
星　

テ
イ

93

奥

榎
本　

シ
ズ

88

寺
之
門

村
井　

忠
幸

88

納
曽

皆
越　

ヒ
ロ
ミ

76

小
牧

春
山　

カ
ズ
エ

82

鴨
女
町

小
川　

修

68

川
迎

脇
田　

昭
孝

88

田
之
脇

上
妻　

洋
子

62

上
之
原
町

村
田　

光
昭

82

池
野

（
氏
名
）　 　
　
　
（
住
所
）

松
田　

智
弘　
　
　

愛
知
県

　
　

＆

葛
西　

希
美
子　
　

愛
知
県

（
氏
名
）　 　
　
（
住
所
）

大
平　

克
久　
　
　

洲
之
崎

　
　

＆

中
村　

こ
の
み　
　

久
保
田

（
氏
名
）

（
年
齢
）
（
住
所
）

持
田　

義
廣

65

沖
ヶ
浜
田

石
田　

マ
キ

101

寺
之
門



区　分 島内産 島外産
入荷量 21 トン 27 トン
48 トン （44％） （56％）
取引額 840 万円 714 万円
1,554 万円 （54％） （46％）

内　訳
入荷量 取引額 入荷量 取引額
（㎏） （千円） （㎏） （千円）

野
菜
類

根 菜 類 497 430 4,473 756
葉 茎 菜 類 777 337 5,678 1,256
果 菜 類 3,616 1,040 3,490 1,192
そ の 他 10,218 3,380 8,180 1,738
小 計 15,108 5,187 21,821 4,942

果
物
類

かんきつ類 0 0 322 177
果 瓜 類 4,798 710 1,112 190
そ の 他 541 519 2,294 904
小 計 5,339 1,229 3,728 1,271

鳥卵・加工品等 199 121 1,526 678

花　類
45,818

1,860
2,780

247
本 本

青
果
状
況
【
８
月
】

種
子
島
公
設
地
方
卸
売
市
場

℡
２
２
‐
０
２
１
６

野
菜
・
果
物
・
花
類
の
出
荷
を
ご
希
望
の
方
は
、

種
子
島
公
設
地
方
卸
売
市
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

《
10
月
の
休
み
》
4
日
・
7
日
・
11
日
・
12
日
・
18
日
・  　

　
　
　
　
　

  

21
日
・
25
日
・
28
日

編
集
後
記

　

今
月
の
表
紙
は
鉄
砲
祭
り
の
花
火
で
す
。
街
の
夜
景

と
撮
り
た
く
て
、
市
役
所
の
４
階
か
ら
撮
影
し
て
み
ま

し
た
。
な
か
な
か
上
手
く
撮
れ
ず
、
花
火
の
写
真
は
難

し
い
な
ぁ
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　

さ
て
、
最
近
は
朝
夕
涼
し
く
な
っ
て
き
て
秋
を
感
じ

ま
す
ね
。
秋
は
楽
し
い
季
節
で
す
。
実
り
の
秋
で
、
お

い
し
い
も
の
が
い
っ
ぱ
い
。
運
動
会
な
ど
の
行
事
も
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
国
民
文
化
祭
も
い
よ
い
よ
始
ま
り

ま
す
ね
。

　

私
も
カ
メ
ラ
を
片
手
に
今
年
の
秋
を
満
喫
し
た
い
と

思
い
ま
す
。（
俊
）

　

本
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
！

　

吉
原
美
保
子
さ
ん
が
来
庁
し
、
自
身
が
著
し
た
『
種
子
島
の
青
』

を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
『
種
子
島
の
青
』
は
吉
原
さ
ん
が
詠
ん
だ
４
６
２
首
が
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
。い
た
だ
い
た
本
は
市
立
図
書
館
で
読
む
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

吉
原
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

本
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
！

吉
原
美
保
子
さ
ん
が
来
庁
し
、
自
身
が
著
し
た
『
種
子
島
の
青
』

を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

『
種
子
島
の
青
』
は
吉
原
さ
ん
が
詠
ん
だ
４
６
２
首
が
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
。い
た
だ
い
た
本
は
市
立
図
書
館
で
読
む
こ
と
が
出
来
ま
す
。

吉
原
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
今
日
は
自
宅
に
帰
る
日
で
苑
の
楽
し
み
一
ヶ
月
後
に

散
歩
道
鉄
砲
百
合
は
つ
つ
ま
し
く
頭
を
下
げ
て
い
つ
も
迎
え
る

看
取
ら
れ
ず
仏
と
な
り
し
夫つ

ま

に
請こ

う
夢
の
中
に
て
話
し
た
し
と

癌が
ん

検
診
特
定
検
診
受
け
終
え
て
一
年
間
の
保
証
に
安
堵
す

梅
雨
空
は
い
つ
ま
で
続
く
パ
ー
プ
ル
の
白お

し
ろ
い粉
花
は
今
日
も
濡
れ
お
り

亡
き
夫
の
倉
庫
に
ね
む
る
釣
道
具
梅
雨
の
晴
れ
間
に
ほ
こ
り
を
払
う

夏
休
み
終
わ
る
我
が
家
の
風
物
詩
子
ど
も
の
宿
題
今
日
総
ま
と
め

ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
の
ジ
ャ
ズ
を
さ
が
そ
う
死
に
際
に
聴
く
べ
き
曲
と
聞
き
た
る
ゆ
え
に

シ
マ
ア
ジ
を
八
尾
求
め
て
夕
食
に
南
蛮
漬
け
は
夫
の
好
物

遠
景
の
山
肌
一
面
鹿
の
子
百
合
目
立
た
ぬ
様
は
ゆ
か
し
き
風
情

亡
き
夫
に
頼
み
出
て
来
る
探
し
物
見
守
ら
れ
て
る
あ
あ
有
難
い

曾ひ

孫
の
手
綿
よ
り
軽
き
に
引
か
れ
ゆ
く
杖
に
は
向
か
ね
ど
こ
こ
ろ
支
え
る

山
桃
や
桑
の
実
グ
ミ
の
実
食
べ
ら
れ
ず
昔
は
一
杯
食
し
て
い
た
の
に

久
し
ぶ
り
に
大
﨑
に
来
ぬ
夕
凪
の
海
面
と
ろ
り
と
入
り
日
か
が
や
く

千
切
り
の
干
大
根
は
水
を
吸
い
わ
が
寝
る
夜
を
膨
ら
み
続
く

行
け
ば
行
き
止
ま
れ
ば
止
ま
る
秋
の
月

わ
ら
び
苑
・
荒
河　

百
子

大
阪
府
吹
田
市
・
石
橋　

卓
夫

上
石
寺
・
石
村　

弘
子

桜
が
丘
・
岩
坪　

純
子

鴨
女
町
・
桑
原　

房
子

洲
之
崎
・
後
庵　

キ
ク

上
之
原
町
・
塩
﨑　

光
治

中
西
・
髙
重　

孝
子

小
牧
・
田
上　

那
枝

住
吉
中
之
町
・
中
畠　

茜

納
曽
・
古
市　

律
子

榕
城
中
目
・
宮
園
ム
ツ
エ

浅
川
・
村
添　

勝
代

本
立
・
吉
永
タ
ツ
子

中
野
・
吉
原
三
保
子

が
じ
ゅ
ま
る
文
芸
教
室
・
ひ
ろ
い
き



三山ひろしショー
11月29日（日）

時間

場所 種子島こり～な

（株）エスパー電機
TEL22-1229

問い合わせ・チケット販売

開場12：30
開演13：00
開場17：30
開演18：00

昼の部

夜の部
指定席 4,000円・自由席 3,500円

■ 募集店舗：（１階）温浴施設と相性の良い業種
　　　　　　 （２階）種子島の食材を使用した飲食店で風営法を要さない業種
■ 広　　さ：16.56㎡（約５坪）3.6 ｍ×4.6 ｍ※ＰＳ含む
■ 家　　賃：６万円（税別）※お客様用共同駐車場＆共益費含む　■ 申込締切：2015年10月末
■ そ の 他 : 詳細は種子島あらきホテル（TEL0997-22-1555）へお問合せ下さい

チャレンジショップ（テナント）出店者募集

【施設概要】
● 温　泉
　 　露天風呂・ジェットバス・電気風呂・水風呂
　 　高温サウナ（男性）・スチームサウナ（女性）
● 多目的交流スペース
　 　健康教室・各種セミナー・会議室・教室　等
● カプセルホテル
　 　温泉入浴付き
● コインランドリー
● チャレンジショップ（テナント）

「赤尾木の湯」スタッフ募集!! （11月より募集開始）


